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令和５年度社会教育関係事業について 

 

１．各機関の実施状況について 

・ポストコロナの本年は、各機関で対面、オンラインなど実施方法の工夫により多様

な事業が展開された。その周知にあたっては、ＳＮＳの活用も図られ、公民館にお

いては、対象地区以外から参加者もみられる。 

・公共施設予約システムが本格稼働したが、高齢者層のデジタル機器の操作習熟度な

ど、運用面で課題が残っている。 

・デジタル活用による、主催事業の実施にあたってはより細やかな配慮等も求められ

ており、機器や技術面での課題もある。このような中で職員のデジタル活用につい

ての研修機会や、職場全体のデジタル環境の整備が課題となっている。 

 

（１）生涯学習文化課及び公民館 

（別紙①「令和５年度 主な主催事業の実施状況」参照） 

 

（２）中央図書館 

  ①令和５年度事業の概要 

多種多様な資料に接する機会の提供 

定例行事の再開や、公民館、学校、子育て関係課等と連携した各種事 

    業を実施したほか、乳幼児などの子育て世代にも気兼ねなく安心して 

図書館をご利用できる時間帯である「ちゃいるどたいむ」を設けた。 

市全域における図書館サービスの提供 

中央図書館、移動図書館、分室、電子書籍サービスにより図書館サービスを

実施した。また、移動図書館の巡回ステーションの見直しや、分室資料の入れ

替え等を行った。 

ＩＣＴを活用したサービスの推進 

電子書籍サービスやオンラインデータベースの提供のほか、来館が必要だっ

た未所蔵リクエストの申し込み、会議室の利用申請等について、インターネッ

トを利用した受付を開始した。 

利用者満足度の向上 
図書館の利用状況や満足度を調査し、図書館サービスの向上に活用 

するため、図書館利用者向けアンケートを実施した。 

 

 

 

 

資料１ 



2 
 

②主な成果と課題 

    多種多様な資料に接する機会の提供 
定例行事（おはなし会、わらべうた）の再開や、「ちゃいるどたいむ」を実施

した。 

今後は、子ども行事を継続的に実施するため、読み聞かせボランティアの新

規募集や継続的なスキルアップの向上が課題となっている。 

市全域における図書館サービスの提供 

市内の図書館で、新規登録者数１，２７１名、利用者数１０９，２９５名、

貸出冊数４４４，７５９冊の利用があった。また、電子書籍サービスは、登録

の新規申し込み６８４名、ログイン延べ６，５８９回、コンテンツ貸出２，５

６８点、閲覧７，７７４回、電子雑誌７６６回の利用があった。（令和６年２月

末現在） 

移動図書館は、南子安小・外箕輪小、内箕輪どろんこ保育園への巡回を開始

した。また、２月には、巡回ステーションに対し利用希望調査を実施し、その

結果をもとに４月から新しいスケジュールで巡回を行う。 

分室は、清和地域拠点施設内の図書コーナーの整備を行った。今後も、新鮮

な資料を提供するため、継続的に資料の入替を行う。 

ＩＣＴを活用したサービスの推進 

これまで来館が必要だった申請について、デジタル化を進めた。未所 

蔵リクエストの受付について、７月から、Logo(ロゴ)フォーム（自治体 

専用デジタル化総合プラットフォーム）からの受付、１０月からはちば施設予

約システムを利用した会議室の利用申請等を開始した。今後も、デジタルによ

る申請について推進する。 

利用者満足度の向上 

（Ｐ４「（２）君津市立図書館利用者アンケート」項目及び別紙②「君津市立図書

館アンケート調査結果」参照） 

 

③今後の展望 
  社会情勢の変化や市民ニーズを的確に把握した図書館資料を収集し、市民

が必要とする情報を提供する。 

  また、乳幼児などの子育て世代にも気兼ねなく安心して図書館をご利用い

ただけるよう、「ちゃいるどたいむ」の充実を図り、幼少期から本に触れ、

親しむきっかけをつくるとともに、誰もが利用しやすい図書館を目指す。 
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（３）久留里城址資料館 

①令和５年度事業の概要 

展示事業としては、およそ 20 年ぶりとなる常設展「郷土を掘る」コーナーの大幅

リニューアルを行い、秋の企画展では、君津市初となる人間国宝に認定された松原伸

生氏の長板中形の技術と作品の魅力を紹介した。 

講演会や各種講座、市内小学生の受け入れ、出前授業など教育普及事業は、コロナ

禍前の水準で展開できたが、施設面において、５月の地震や６月の大雨による被災で、

天守閣や登城道の一部を長期封鎖することになり、復旧整備に追われる年にもなった

（※被災登城道は３月に復旧し、通行止めは解除）。 

来訪者の動きに制限を与える館活動となったが、８月上旬には昭和 54 年の開館以

来、累計入館者数が 100 万人を越え、年度末にはこれを記念して、市長などを招いて

天守閣前で桜の植樹を行う。 

資料保存や調査研究にも引き続き取り組んだが、改正博物館法元年として、デジタ

ルアーカイブとその活用、多様な主体との連携など、これからの新しい博物館像を考

える１年であった。 

 

②主な成果と課題 

企画展には市域をはじめ各地から来場者が訪れた。開催直前に、テーマとする型染

技術の「長板中形」が重要無形文化財に、製作者の松原伸生氏がその保持者（人間国

宝）に決まり、広く紹介することができた。 

 常設展「郷土を掘る」コーナーのリニューアルでは、展示に最新の研究・発掘調査

の成果を反映するとともに、関連イベントも実施し、多くの方に君津市の原始・古代

の歴史に触れる機会を提供することができた。 

  

③今後の展望 

令和５年５月に発生した地震により天守閣鯱瓦などが損壊、落下する被災があった。

今後の二次被害の恐れを考慮し、現在天守閣は内部への立ち入りを禁止している。外

観だけを望める形になっているが、早期に復旧整備し、来訪者への便宜を図りたい。 

博物館法の改正に伴い、デジタル化が博物館の役割に加わったことから、収蔵資料

の情報の整理を進め、デジタル化への基盤を整えていきたい。 

来年度の企画展では、戦国時代、久留里城を本拠とした里見義堯をテーマとした展

示を行う。久留里城という立地を生かし、多くの方に君津市の魅力を発信できるよう

な展示および関連イベントを実施する予定である。 

 

（４）スポーツ推進課 

（別紙①「令和５年度 主な主催事業の実施状況」参照） 
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２．各機関令和５年度満足度調査（令和６年２月末時点） 

・君津市総合計画「生涯学習」において、令和８年度までの達成指標「公民館利用者

向けアンケートでの公民館事業における満足度９０．０％」、「図書館利用者向けア

ンケートでの利用満足度７０．０％」を掲げていることから各機関でアンケートを

実施している。 

 

（１）公民館事業における満足度 

  ・主催事業参加者を対象とし、学級など連続するプログラム及び関連性のある講

座の場合は、最終プログラム終了後に、講演会などは１プログラムごとにアン

ケートを取っている。 

  ・アンケートの回答を、「満足・そう思う（５点）、やや満足・ややそう思う（４

点）、どちらでもない（３点）、やや不満・あまりそう思わない（２点）、不満・

全くそう思わない（１点）」として集計し、評価総合平均点、割合を算出する。 

 

回答数１，５３４名 総合満足度９０．４４％ 

君津中央 92.80％ 43 95.0％ 149 89.60％ 45 93.0％ 4 

八重原 未集計  92.40％ 30 94.60％ 3 -  

周 西 91.60％ 131 87.40％ 122 85.20％ 82 -  

周 南 91.40％ 41 92.60％ 6 84.60％ 14 -  

小 糸 未集計  未集計  93.60％ 103 -  

清 和 92.0％ 23 82.20％ 24 91.20％ 29 -  

小 櫃 71.60％ 96 90.40％ 62 93.80％ 185 -  

上 総 94.40％ 22 93.40％ 95 90.80％ 86 90.80％ 139 

  計 88.97％ 356 90.49％ 488 90.43％ 547 91.90％ 143 

 

（２）君津市立図書館利用者アンケート 

（別紙②「君津市立図書館アンケート調査結果」参照） 

  実施期間 １０月１０日（火）～２２日（日）   

回答数 １，７１３名  総合満足度６６．８％ 

結果をもとに、さらに利用しやすい図書館を目指し、多様なニーズに応えられ

るよう図書館サービスの拡充に努める。 

 

（３）久留里城址資料館 

（別紙③「久留里城址資料館企画展 アンケート結果」参照） 



令和５ 年度　 主な主催事業の実施状況 生涯学習文化課
分類 事業名称 回数・延人数等 主な内容・題材等

社会教育委員
会議

社会教育委員会議 ４回
委員９名

・地域活性に役立ち、より開かれた社会教育を目指して
・公民館等再整備基本計画の進捗状況について　ほか

成人を祝う集
い

２０歳のつどい １回
５３２人

・公民館、文化ホール等を会場に１１地区で開催。
・各地区で実行委員会を組織し、手作りの会を企画、運営
した。

君津市子ども読書活動推
進委員会

３回
委員１３名

・「第四次君津市子ども読書活動推進計画」の推進につい
て
・事業の進捗の把握、評価　ほか

ブックスタート事業 １９回
４３４人

・ブックスタートパックの配布
・パパママクラスの読み聞かせ（６回）
・子ども読書月間の推進

まちづくりふれ
あい講座

まちづくりふれあい講座 ３３回
８８３人

防災講座（危機管理課）
ごみの分け方・出し方・処理について（クリーン推進課）ほ
か

君津市青少年健全
育成団体合同研修会

１回
４０人

・活動発表「周西の丘小学校」
・各地区の活動報告（書面報告）
・犯罪発生状況、少年犯罪等について（君津警察署）

子ども１１０番の家推進 令和５年度協力者数：１，２３４軒

放課後子ども
教室

「やえっ子ひろば」 ９回
５６人（登録者数）

友遊ボール、季節遊び、昔遊びほか

下町集会所 下町集会所運営委員会 委員９名 ・運営委員会（２回）
・集会所周草刈り（２回　４０人協力）

人権ミニフェスタ２０２４ １回 ・市内２箇所（生涯学習交流センター、上総地域交流セン
ター）で人権啓発展示
・上総小学校児童による人権標語の掲示、合同生徒会の
取り組み、公民館の人権事業紹介ほか

人権問題学習講座 １回
３１名

市民、教職員を対象に講座を開催。「子どもの小さなサイ
ン、どう受け止めていますか」をテーマに、学校、地域での
子どもへの関わり方について理解を深めた。

周西南中学校区学校運営
協議会

４回
委員１３人

・令和５年度学校運営の基本方針について
・学校評価について
・地域学校協働本部について
・令和６年度学校運営の基本方針について　ほか

周西南中学校区地域学校
協働本部

１２回
本部役員１１名

・定例会義への参加
・学校支援、地域交流、広報部会活動への助言

上総小櫃中学校区コミュニ
ティ・スクール推進委員会

４回
委員１７名

・コミュニティ・スクールの仕組みについて
・学校と地域の状況の共有について
・学校運営協議会の体制について　ほか

文化財審議会 文化財審議会会議 会議２回
現地視察１回
委員７名

・文化財の保護・活用等に関する調査及び審議　について
・久留里城址資料館企画展視察

歴史Kids隊 ４回
８０人

・土器づくり体験
・7/31，8/1実施。市内小学生対象。

「長板中形」
講演会・プレ展示

講演会150人
プレ展示394人

・講演会11/18，於中央図書館視聴覚室
・プレ展示11/18・19、於中央図書館ギャラリー

出土遺物公開展
「ちっちゃい土器のエトセト
ラ－なにこれ？どこから？
どうやって？ー」

見学者
講座参加者

・中央図書館及び久留里城址資料館にて開催
・市内の遺跡から出土した「ちっちゃい土器」をテーマにし
た展示と、会期中に関連講座を２回実施。

文化振興
松本ピアノ市役所ロビーコ
ンサート

・3/21の正午から12時50分、市役所ロビーにて、松本ピア
ノを活用したコンサートを開催予定。

人権教育推進

子どもの読書
活動推進

コミュニティ・ス
クール推進事
業

地域コミュニ
ティ推進

文化財活用
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令和５ 年度　 主な主催事業の実施状況 君津中央公民館
分類 事業名称 回数・延人数等 主な内容・題材等

公民館運営審
議会

君津地区公民館運営審議
会

会議(４回)
委員１２人

・公民館運営審議会４回

サークル・団体研修会 ９ 回
１２６名

・予約システムの操作方法について

サークル・団体活動・社会
教育関連の
地域諸団体への支援・協

随時 ・サークル・団体・利用者みんなの会への活動支援
・青少年相談員活動支援・おもちゃ病院支援
・子育てサポーター「さぽっと」支援

公民館だより「ひこばゆ」 ３回 ・372号：自治会活動紹介ほか
・373号：新春ひろがれ！ご近助の縁
・374号：輝く季節特集

第５９回君津中央公民館文
化祭

１１/２～１１/５
延べ2500人

・舞台発表、作品展示、体験企画、特別企画（100の縁を
見つけよう～みんなでつくるご近助縁日）など
・座談会（３回）、準備会（４回）、役員会（４回）、実行委員
会（４回）

子どもパラダイス ４回（夏・冬）
１２５人

歴史、スクエアダンス、なぎなた、卓球、篠笛など
サークル・団体の協力のもと実施

公民館こどもクラブ ４回（夏・冬）
１１０人

・君津高校説明会
・事前指導
・勉強会、レクリエーション

令和6年周西南中学校区２
０歳のつどい

８回
実行委員５名
参加者  ８７人

・実行委員会（6回、リハーサル、当日）
・実行委員企画として恩師ビデオメッセージ、クイズを実施
した。

保育協力者研修 １回
５人

・保育方法等の調整会議

子育てふれあいひろば　つ
くしんぼ

６回（7月～１２月）
１４９人

・情報交換、ヨガ、もったいない交換会、ミニ運動会ほか

家庭教育支援講座
とまり木おしゃべり会

３回（１月～２月）
２５人

不登校の子の保護者同士の交流の場として実施。

家庭教育支援講演会 １回（２/２４）
２０人

子どもと一緒に考えるデジタル事件簿
対面・オンライン（Zoom）

入園入学準備助け合いひ
ろば

３回（３月）
　　人

・入学・入園に必要な準備物の制作等の支援

人権問題学習講座「子ども
の小さなサインどう受け止
めていますか？」

１回（９/２７）
３１名

・子どもが直面している困難な状況（＝生きづらさ）をテー
マに、市民、教職員が共に学び合う機会として実施。
・生涯学習文化課、学校人権教育委研究協議会と共催実
施。(対面・オンライン（Zoom）)

ふれあいひろば-ほれぼれ
-

４回（９月～１２月）
１１５人

・生涯学習交流センターを拠点としたシニアの集いの場づ
くりとして実施した。
・レクリエーション、ミニ講座、交流

障がい者の生涯学習推進
事業「だんだんダンス」

３回（２月～３月）
６０人

・学校卒業後の障がい者の学び、交流する機会として実
施。

助けあい・支えあい広場
あいあいカフェ

８回（１２月～３月）
１４０人

・ 当館対象地域内で働く 障がい者、 地域住民と の相
互理解を進める機会と し て就労継続支援施設の商品
販売と ボラ ンティ アのセルフ ド リ ンク コ ーナーによ
るミ ニカ フ ェ を実施。
・ ド リ ンク 売り 上げ寄付（ 能登半島地震義援金）

ゆるやかな地域ネットワー
ク形成事業「君津中央公民
館ポンコツ村」

４回（１２月～１月）
３７人

・ 地域の人のゆるやかな交流の機会づく り を進め
る。
・ 調理実習、 レク リ エーショ ン、 創作活動
・ 「 ポンコ ツアート 」 展開催

分館事業 貞元を知って楽しむ講座 １回（２/３）
２０人

・地域行事である「郡地区どんど焼き」をとおして、地域の
魅力を再発見する。

青少年教育事
業

コミュニティ活
性化事業

課題解決学習
推進事業
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令和５年度　主な主催事業の実施状況 生涯学習交流センター
分類 事業名称 回数・延人数等 主な内容・題材等

子育て支援交流会「おしゃ
べり広場」

１回
２２人（保育１３名）

・「知りたい！子どもも自分も楽になる褒め方・叱り方」
親子の信頼関係を大切にした子どもの褒め方、叱り方のコ
ツを学んだ。

地域住民交流イベント
「ミニ鉄道フェスティバル」

２回(９/１７、１８)
５４６人

さざなみ鉄道倶楽部、上総鉄道紀行の運営により、鉄道ジ
オラマ、関連展示などを実施した。

IT講習会 計３４回
２０６人

・Word/Excel講座　(１３回）
・スマートフォン講座（１９回）
・LINE講座（２回）

子どもの心を聴く傾聴講座 ２回（１回中止）
１８人（保育１１人）

傾聴ってなぁに？
自分の気持ちも相手の気持ちも大事にする
Iam OK,You are OK.

子ども相互交
流事業

こっこるーむ事業 ４０回
５９２人

・今日の絵本はなにかな？(１２回)
・親子で一緒にハーモニカと(１２回)
・ベビーマッサージ（１０回)
・ぐるんぱと遊ぼう
・季節イベント（５回）

市民相互交流
促進・生涯学
習促進事業
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令和５ 年度　 主な主催事業の実施状況 八重原公民館
分類 事業名称 回数・延人数等 主な内容・題材等

公民館運営審
議会

君津地区公民館運営審議
会

会議３回、
資料開催１回　ほ
か

・公民館運営審議会４回

管理運営事業 公民館利用者懇談会 １回
70人

・公民館の利用や施設予約システムの説明
・総合消防訓練

館報「八重原」発行・編集
委員会

4回
12人

第129号：地区役員紹介／第130号：保育園開園、祭り／
第131号：文化祭開催、地域の居場所／第132号：成人を
祝う集い、災害への備え

第27 回八重原地区ふれあ
い文化祭

R5.11.11/12日
11日約1,800人、12
日約600人参加

・展示部門13、学校等展示12、催し物部門8、音楽芸能部
門24のサークル・団体・学校等の参のほか、日々の活動の
様子等紹介する動画を17本、館内で放映した

八重原こども体験教室 7回
123人

・ペットボトルロケットを飛ばそう
・実物大の生き物を描いてみよう
・ビーチコーミング
・工作
・焚き火と炭焼き
・お菓子作り
・廃油石けん作り

親子米づくり教室 7回
187人

・田植え
・草取り
・稲刈り
・正月飾りづくり

成人を祝う集い（君津中学
校区）

6回
183人

実行委員会（集いの企画、20歳のメッセージ等）

20歳のつどい（八重原中学
校区）

6回
98人

実行委員会（集いの企画、20歳のメッセージ等）

八重原地区家庭教育事業 6回
21人

・多肉植物の寄せ植え
・モルック（親子活動）
・子どもの歯のおはなし
・野菜たっぷりのごはんを作ろう
・太巻き寿司を作ろう

八重原・周南地区合同幼
児家庭教育事業

5回
63人

・足形アート
・かんたん！おいしい！幼児期の食事
・イヤイヤ期、どうする問題
・子どもの成長に合わせた絵本の選び方
・スマホで写真撮影のコツ

やえはらパパひろば 5回
57人

・パパと一緒に遊ぼう！子どもとの豊かな遊び
・親子で探求！自然とふれあう公園散歩と工作
・パパも育児で充実！家族の笑顔を増やす家事シェアの
コツ
・パパの手料理
・パパトーク家庭教育関連事業 1回 未定 ・保育協力者合同研修

八重原公民館スマートフォ
ン講座

5回
75人

・スマートフォンを使ってみよう
・カメラを使おう
・インターネットを使おう
・マップを使いこなそう
・LINEを使いこなそう　他

地域再発見講座 1回
4人

・地域のマップの基礎情報収集
・大沢公園の樹木マップ作製

あったかふれあいサロン 12回
151人

・相続と争族のはなし／カーレット
・腸の健康に関する健康教室／みんなで歌おう
・備えて安心！在宅避難のススメ／音楽鑑賞
・お口の健康を守りましょう／折り紙
・オンライン工場見学／紙コップ相撲
・エンディングノート／音楽鑑賞
・シニア世代のための食生活
・カーレット
・楽しく食事をしてフレイル予防
・成年後見制度／ボッチャ
・血流改善／ハンドベル
・モルック

防災講座 2回
52人

・備えて安心！在宅避難のススメ
・考えよう災害時のトイレ
・避難所シミュレーション（都合により延期）

コミュニティ活
性化事業

青少年教育事
業

課題解決学習
推進事業
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令和５ 年度　 主な主催事業の実施状況 周西公民館
分　　類 事業名称 回数・延人数等 主な内容・題材等

周西公民館だより
「はまっぺ」
編集発行事業

発行4回/年 編集委員とともに企画・取材・編集・校正を行い、年4回発
行。地域の情報紙としての位置づけを目指し、地区の人物
や場所、出来事を紹介。特に、４年振り実施の祭りなどを
特集。

令和５年度　第１７回
周西公民館地区文化祭

11/11（土）
～
11/12（日）
2日間で900人

実行委員会を組織し第17回周西公民館地区文化祭として
開催。発表、展示、体験、販売の4分野プラス特別企画で
構成。飲食スペースを設け、バザーも実施しコロナ前の賑
わいが戻ってきた。

サークル団体研修会 １回
54人

公民館の基本的性質と役割、公民館利用、文化祭につい
て。
特に施設予約システム運用に伴う予約方法の大幅な変更
について説明し、個別の対応も行った。

ＳＡＫＵＲＡ★ウォーク2024 3/26（火）
実施予定

利用者の会、明治安田生命との三者連携事業。立地を生
かし、桜の開花に合わせ小糸川右岸ジョギングコースの
ウォーキングを企画中。

子どもデイキャンプ 10/15（日）
大雨により中止

青少年相談員との共催事業。小学４～６年生対象。

すさい子ども教室 11回
220人

放課後、長期休みに実施。子どもの遊びの幅を広げる工
作、体験活動等。地域ボランティア２名、長期休みに君津
高校生によるボランティア協力。

おやこ教室 5回
87人

各回都度募集。父と子のクッキングや火おこしで父親の家
事・育児参画意識の促進を目指したほか、ウクライナ出身
の方を招き多文化理解を図る内容を実施。

令和６年
周西公民館 ２０歳のつどい

会議含め7回
90人

令和６年1月７日に周西公民館で開催。実行委員企画とし
て、ビデオレター、地域クイズ、20歳のインタビューを実
施。

子どもバスハイク ①７/15（土）
18人
②3/2（土）
22人

青少年相談員との共催　小学３～６年生対象
①千葉市科学館（きぼーる）
②日本科学未来館・そなエリア東京

周西幼児家庭教育学級
（たんぽぽ学級）

10回
（閉級3/7）
177人
（1～9回延べ）

コロナ感染症が５類に移行したことにより、以前の条件（お
やつ・腰がすわった子から）に戻して保育を実施。
　新規参加人数は６名（以前に参加、継続参加人数１３
名）。レクレーションや子育て講座。

家庭教育学級
（すくすく学級）

9回
131人

学級生9名。新規学級生0人。公開講座を２回実施し、初め
て公民館事業に参加する方、男性の参加もあった。悩み
の共有、交流や子育て講座。今後は学級という形式にとら
われずに事業を展開していくことも検討。

高齢者学級
（おとなの放課後倶楽部）

8回
273人

ターゲットはアクティブシニア。全8回を対面で実施。学級
生46名のうち皆勤賞13名。

高齢者交流事業
（お達者倶楽部ゆいまー
る）

6回
78人

高齢者が参加して“ちょっと得した気分を味わえる”ように
プログラムを構築。スマホ講座「初級編」3回と「応用編」3回
を実施。（DX推進課とdocomoの契約分）定員15名がほぼ
満席となり好評を得た。

みんなのともかつ
～1人じゃやらないことをや
る～

6回
（最終3/30）
50人
（1～5回延べ）

就労層が参加できるように開催曜日を土曜日午後に設定
した。公民館事業に初めて参加した方が多かったが、継続
的な参加者も数人いる。交流、自己実現。

学び直し支援事業
「日本語ひろば」

6回
（最終3/9）
15人

日本語を母語としない外国人住民と日本人ボランティアの
学びと交流の場。茶道体験、浴衣体験、防災教室、やさし
い日本語でのトーク交流。

※家庭教育支援事業
家庭教育講演会
周西中学校区青少年健全
育成協議会と共催

１回
47人

『親のイライラがなくなる！スマホ・ゲームのルール決め』
スマホ・ゲームのルール決め、子どものやる気を引き出す
方法をテーマとした講演会を実施。

※人権関連事業
「なぜ戦争がおこるの？」

2回
（2回目3/16）
16人
（1回目参加者数）

世界情勢が緊迫している今、戦争と平和について考える
講座。　第１回目を「教育」２回目を「国際政治」の視点から
実施。講義、グループワーク。

コミュニティ活
性化事業

青少年教育事
業

課題解決学習
推進事業
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令和５ 年度　 主な主催事業の実施状況 周南公民館
分類 事業名称 回数・延人数等 主な内容・題材等

公民館運営審
議会

君津地区公民館運営審議
会

会議(４回)
委員１２人

・公民館運営審議会４回

館報「ひろば」編集発行事
業

5回発行
編集委員　4名

・編集会議の実施、各号の発行

ふるさと運動事業 5回　委員14名
1回　11人
2種目・2２チーム
4団体発表
1回　20人
１回　33人

・地域活動委員会議
・地域リーダ向けモルック体験会
・第２回周南ふれあいスポーツ大会(雨天中止)
・郷土芸能継承活動（第50回文化祭にて発表）
・お飾りづくり
・ふるさと周南ウォッチング(常代編)

第50回周南地区文化祭 10/28～29
・延1,900人来場

・実行委員会、部門別会議、全体作業等開催
・特別展示「周南公民館50年の歩み～過去・今・そして未
来へ」
・作品展示、体験、模擬店

公民館利用者研修会 18団体　18人参加
14団体　13人参加

・研修会（昼の部・夜の部）
・説明会(昼の部・夜の部・土日の部)

周南公民館開館50周年記
念事業

・21回
・回収数　320件
・3月末発行
・応募数13作品　8
名　・1泊2日　21人
・１回　23人
・1回　約50人

・実行委員会実施(2部会制)
 ・記念事業「周南と周南公民館のこれからを考えるアン
ケート」　　　・開館50周年記念誌「鹿野の麓」編集・発行
・記念事業「公民館シンボルマーク募集」
・記念事業「周南冒険山」
・記念事業「すなみトゥーン」
・記念事業「記念セレモニー＆周南子どもサミット」

周南冒険山(※再掲) ・開館50周年事業として実施
・青少年相談員、協力

青少年バスハイク 1回
18人

・日本科学未来館、本所防災センター
・周南地区青少年相談員と共催

公民館でクッキング 1回
6人

・小学生親子による減塩調理実習

すなみトゥーン(※再掲) 開館50周年記念事業として実施

周南地区20歳のつどい 4回
83人

・実行委員会
・恩師インタビュー、タイムカプセル発掘動画上映　他

農業講座 5回
延43人

・裏山遊歩道草刈
・学習会「農業に役立つ気象情報の見方」

やえなみ子育てのひろば 5回
延54人

・八重原公民館と合同で実施
・裏山散策
・子どもに合わせた絵本の選び方
・スマホで写真撮影のコツ　他

家庭教育関連事業 1回　未定
1回　申込数16人

・保育協力者合同研修
・子育て世代必見！いのちを守る防災講座(※再掲)

周南寿学級 10回
延185人

・相続・贈与について
・頻尿予防
・モルック体験と健康体操
・地域学習(現地)　　他

認知症カフェ「すなみほっ
とサロン」

12回
延266人(2月末時
点)

・認知症予防
・老化対策
・レクリエーション　等
・ブログやHPで情報発信

スマホ講座 2回、3人(2月末時
点)

・ＤＸ推進課と共催

スマホ活用講座 全4回
延43人

・参加者による話し合い、習熟度別実習、インターネットバ
ンキング利用等

地域福祉関連事業 12回 ・「君津東地区かまちょろ」会議
・「あったかふれあいサロン」の実施 等

地域連携・学校支援事業 ３回　41人
1回　5人

・周南小中一貫教育校「周南史跡めぐり」協力
・周南地区行事予定連絡調整会議

災害・防災関連事業 1回　申込数22人
1回　申込数16人

・誰一人取り残さないための防災減災学習会(兼人権学習
会)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・子育て世代必
見！子どものいのちを守る防災講座

その他 青少年健全育成活動 31回
延581人

周南地区青少年を健全に育てる会への参加、協力
・各種会議
・夏季防犯パトロール(6回)
・交流事業(いやさか君津おどり参加）
・「あい♡らぶ周南フォトコンテスト」の開催
・あいさつデイの実施(各学期×5日間)

コミュニティ活
性化事業

青少年教育事
業

課題解決学習
推進事業

課題解決学習
支推進事業
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令和５ 年度　 主な主催事業の実施状況 小糸公民館
分類 事業名称 回数・延人数等 主な内容・題材等

公民館運営審
議会

公民館運営審議会 会議４回　ほか
委員８名

「地域づくり協議会について」「令和７年２０歳のつどいにつ
いて」ほか

公民館利用者団体・懇談
会

4回
180人

・利用者団体・サークルによる懇談会：1回
・館内外の清掃作業：2回
・利用者研修会：１回（木更津市金田地域交流センター）

公民館だより発行事業 12回
60人

・年４回発行

公民館文化祭 8回
3270人来館

・実行委員会、準備会を組織
・特別企画展示「没後100年、小糸出身の肖像画家　柳敬
助の生涯」
・小中学生の作品と合唱発表　ほか展示、模擬店など

いきいき学級 3回
71人

・携帯電話の使い方
・いつまでも元気でいるための学び
　　介護にならないために、今できること

教育講演会 1回
110人

・「困った子は困っている子」～長所を伸ばすと子どもは変
わる～

小糸家庭教育学級 12回
310人

・子育てママのための再就職
・ヨガで心も体もリフレッシュ
・きれい、好印象メイクセミナー

小糸親子教室 8回
276人

・君津ふるさとかるた体験
・モルック体験
・子ども体験遊びリンピック
・ダンボール迷路
・移動学習（科学技術館）

チャレンジスクール 5回
139人

・ペットボトルロケット
・ふるさとかるた
・木工体験
・調理実習

子どもキャンプ ４回
122人

清和県民の森　＊青少年相談員と共催

２０歳を祝うつどい 6回
145人

・実行委員会　全4回
・会場は4年ぶりに小糸公民館講堂を使用

プレイルーム文化祭子ども
実行委員会

18回
505人

小学校6年生を実行委員に、広場サポーターと共に文化
祭で実施する企画の検討、実施を行った。

夏休み子どもゲーム大会 2回
94人

君津高校生や中学生にボランティアをお願いし、プレイ
ルームで活用しているカードゲーム等を活用したゲーム大
会を行った。

プレイルーム運営委員会
（ひなたぼっこ隊）活動支
援

20回
210人

・ひなたぼっこ会議（毎月1～2回）
・季節に応じた室内装飾制作
・各種事業の企画運営

小糸地区青少年健全育成
協議会

9回
518人

・青少年健全育成標語の募集・選考・表彰
・小糸地区小学生相撲集会
・教育講演会「夢の実現に向けて」
・健全育成だより発行　等

コミュニティ活
性化事業

課題解決学習
推進事業

青少年教育事
業
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令和５ 年度　 主な主催事業の実施状況 清和公民館
分類 事業名称 回数・延人数等 主な内容・題材等

公民館運営審
議会

公民館運営審議会 会議４回
委員８名

・令和５年度公民館事業及び予算について
・地域づくり協議会の動きをふまえた今後の公民館の役割
について
・文化祭、20歳のつどいについて　ほか

清和地域拠点複合施設開
館記念
第51回清和地区文化祭

1／14～19
延べ550人来場

清和地域拠点複合施設開館記念式典と同日開催
《文化祭内容》
・保育園、小中学生の作品展示
・模擬店物販、軽トラック市
・特別企画（引越しそば振る舞い、紅白餅・お菓子まき）

公民館だより「館報せいわ」
発行事業

年4回発行
（1,100部
発行）

・役員紹介（387号）
・移住者との座談会特集 （388号）
・清和地域拠点複合施設開館記念特集（389号）
・清和地区「20歳のつどい」（390号）

利用者交流会
利用者説明会・意見交換
会

2回
延べ76人

《利用者交流会》
学校跡地を活用した施設見学及び横浜散策。
《利用者説明会・意見交換会》
施設移転後の利用に向けた説明会、利用者との意見交換
会を実施。

清和地区
子どもキャンプ
※青少年相談員と共催

1回（1泊2日）
22人

鴨川青少年自然の家を会場に、海岸散策やナイトハイク、
海水浴等の自然体験活動を実施。

子ども教室
「遊びの王国」

4回
延べ137人

・調理活動と工作（第1回）
・高齢者学級と共催で工作（第2回）
・パン作り教室と集団遊び（第3回）
・千葉大学教育学部生と交流（第4回）

新春ちびっこ大会
※青少年相談員と共催

1回
51人 新春運試し大会（ビンゴゲーム）、モルック大会

２０歳のつどい 6回延べ26人
新成人16人

・実行委員会議（6回）
・軽トラック市、第51回清和地区文化祭の物販部門に参加
・「20歳のつどい」企画・運営

子育て支援事業
「子育て講演会」

1回
28人

・地域若者サポートステーションの事業や利用方法、就労
支援内容についての紹介。
・講師自身の復職経験を交えながら、復職後の働き方や
育児をしながらのママとしての働き方について受講。

子育て支援事業
「親子教室」

6回
延べ60人

・調理（パン作り、太巻き寿司）体験
・移動教室（アンデルセン公園ほか）
・スポーツレクリエーション活動

高齢者学級 7回
延べ201人

・健康講座（体操、口腔ケア、食生活をテーマにした講座）
・移動教室（横須賀方面）
・小学生との交流
・防災講演

おうち時間を楽しむ講座 5回
延べ85人

手軽にできるパン作り（防災パン、枝豆コーンパン、さくらあ
んぱん等）

清和青少年健全育成連絡
協議会

各種行事等
参加
延べ547人

・総会
・標語コンクール、清和フォトコンテストの実施
・教育講演会（小糸地区と合同実施）
・多世代交流グランドゴルフ大会（清和小学校、高齢者学
級生の参加）

体験せいわ学 8回
延べ190人

・炭窯でピザ作り体験
・そばの収穫、そば打ち体験
・納豆、味噌、干し柿作り体験　　ほか

清和の魅力探訪ウォーク１
１

1回
39人

秋元城跡をテーマに事前講義を行った後、現地への散策
を実施。
【清和地区体育協会と共催】

コミュニティ活
性事業

青少年教育
事業

課題解決学習
推進事業

課題解決学習
推進事業

団体支援
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小櫃公民館
分類 事業名称 回数・延人数等 主な内容・題材等

公民館運営審
議会

小櫃・上総地区公民館運
営審議会

会議4回
委員8名

R5・６の審議テーマを「地域活性の拠点としての公民館運
営・事業のあり方について」とした。

こども会等担当者会議 1回24人
子どもたちに安全・安心な地域活動を提供する体制につ
いて協議

こどもひろば 12回164人
「図書館へGO！」や書初め教室を企画、実施
冬休み：クリスマス飾りづくり、凧揚げ

何でも挑戦！おびつっ子
チャレンジ

1回14人 親子参加を可とし、くん製づくりに挑戦

青少年相談員連携事業 3回48人 新春ふれあいフェスタとして「小櫃廻戦」を開催

子どもキャンプ 11回150人 内浦山県民の森へ宿泊を伴うキャンプを実施

こどもひろば 12回164人
「図書館へGO！」や書初め教室を企画、実施
冬休み：クリスマス飾りづくり、凧揚げ

令和６年小櫃地区20歳の
つどい

7回94人
・実行委員会の開催
・つどい及び式典の部

利用者懇談会 2回48人
「研修会」から「懇談会」と改称。半期ごとの長期利用申請
についての説明、公民館利用上の注意事項等の説明、公
民館再整備について等

館報「おびつだより」の編
集・発行

年4回発行
・おびつだより228号～231号まで発行
・編集委員会による取材、紙面構成、記事作成等を実施。

第49回小櫃地区文化祭事
業）

8回936人 コロナ禍前のスタイルで敷地内での飲食も可として開催

小櫃里山コンサート 1回104人
地域住民が気軽に文化芸術活動に触れる機会をつくるこ
とを目的に実施

小櫃ちいきミニシアター 7回181人 こども会や学童クラブ等への出張映画上映

団体支援事業（小櫃公民
館利用者連絡協議会・小
櫃の元気なこどもを育てる

9回202人 ・利用者連絡協議会役員会（総会、美化活動）
・小櫃の元気なこどもを育てる会（役員会・総会）

学校支援・連携事業 6回216人
・小櫃小学校３学年総合学習支援「小櫃ホタルの里プロ
ジェクト」
・小櫃小学校1000か所ミニ集会

おしゃべりウォーク 1回41人
第12回おしゃべりウォーク（洪水ハザードマップを見ながら
小櫃を歩く）

「小櫃まるごと博物館」構想
事業

20回10人 運営会議と撮影等

小櫃学 1回31人 「戦国時代の地を巡る里見再発見伝」として開催

趣味教養講座①女性のた
めのヨガ教室②コーヒーを
楽しむ会

5回16人
女性のためのヨガ教室を3回、コーヒーを楽しむ会を2回実
施

おびつスマイルサロン
“いーね”

17回317人
サロン活動を通じて、一人ひとりの生きがいづくり・孤立防
止・介護予防など、「人が集まる場づくり」を進めることを目
的に実施。

小櫃地区防災講座 3回88人 ワークショップでHUGゲームを体験

子育てサロン「おびつな」 10回154人
少子化における孤立した子育てにおける育児不安の解消
等に寄与

デジタル活用講座 5回35人 スマホの操作に特化して開催

高齢者学級「ほほえみ学
級」

10回187人 公開講座2回含む10回実施

青少年教育事
業

コミュニティ活
性化事業

課題解決学習
推進事業

令和５ 年度　 主な主催事業の実施状況
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令和５ 年度　 主な主催事業の実施状況 上総地域交流センタ ー
分類 事業名称 回数・延人数等 主な内容・題材等

まちなみ塾（事業） １４回
１５８人

定例会議を１０回実施。事業は久留里の打ち水、くるり落
語フェステバル、久留里まちなみコンサート、鄙の雛展を
実施。

花いっぱい運動の推進 ４回(準備含む)
５１人

青葉高等学校や地元の任意団体等と一緒に実施。
・夏季/サルビア、マリーゴールド、ペチュニア　合計約６００
株を花壇に植栽
・冬季/アリッサム、ハボタン、ダイヤンサス、ノースポール
合計約６００株を花壇に植栽。

令和５ 年度　 主な主催事業の実施状況 上総公民館
分類 事業名称 回数・延人数等 主な内容・題材等

公民館運営審
議会

小櫃・上総地区公民館運
営審議会

会議４回
委員８名

「地域活性の拠点としての公民館運営・事業のあり方につ
いて」を議題として主に審議した。

地域リーダー防災学習会 １回
１７人

東京消防庁本所防災館へ行き、救命法や消火法の実習、
地震体験等をした。
自治会連協、民生児童委員協議会、市民センターと共
催。

上総子ども人権教室
(上総子どもふれあい教室)

４回
７７人

人権に関する正しい知識、実践力や子ども同士のふれあ
い活動を通して仲間意識や思いやりの心を育てるための
講座等を実施。
内容：「手話で伝えよう」「移動学習　そなエリア東京と東京
都水の科学館」「外国の人にあそびを教えてもらおう！」
「地域の人と昔あそびをしよう！」

地域住民交流教室 ３回
３０人

「同和問題」「性別の多様性」「障がい者の就労支援」につ
いて講座を行い、地域の身近な人権課題などについて学
習した。

サークルリーダーICT講習
会

２回
１０人

サークルや地域団体の役員が、ちば施設予約サービスの
使い方や、サークル運営へのLINEのグループ機能の活用
方法を学んだ。

さわやか学級（高齢者学
級）

１０回
１６９人

健康をテーマに様々な講座を実施。高齢者が健康でかつ
地域でいきいきと暮らし続けられる地域づくりにつながるよ
う、学びの場と交流の場を設けた。

家庭教育関連事業 １回
５人

健康で心豊かな子どもを育てる家庭環境を支援するため、
最近話題のNISAやiDeCoの解説など「お金」についての講
座を実施。

わいわい広場 ２回
３３人

親子が気軽に集まれる「粘土あそび」や「ピラティス」の講
座を行い、講座を通して仲間づくりの場所を提供した。

上総の“山”と“歩く”を楽し
む教室

１回
２４人

「亀山神社から加勢神社を巡る」をテーマに、亀山コミュニ
ティセンターから１１ｋｍ越えの道のりを歩き、地域の山や
歴史に親しむ機会をつくった。

趣味教養講座「スマホ塾!!」 ２回
２２人

入門編「はじめてのスマートフォン・文字入力をマスターし
よう」、応用編「ＬＩＮＥをはじめよう・ＬＩＮＥを使いこなそう」の
講座を実施。

趣味教養講座「四季の味を
楽しむ教室」

３回
３１人

平成１５年に君津市連合婦人会が発行した「ふるさと四季
の味」を活用して、「こんにゃく作り」「豆腐作り」「よもぎのう
るち団子」の調理実習講座を実施。

館報「上総公民館だより」
発行

４回(文化祭特集号
含む)

地域の広報誌として発行。
内容：主催事業関係、地域団体紹介、サークル紹介等

「久留里だより」発行 １回 地域の広報誌として、第１７号を発行。
内容：令和6年久留里地区「20歳のつどい」、第17回「久留
里まちなみコンサート」、「花いっぱい運動」、第16回「鄙の
雛展」、「久留里ええもんいち」

第５1回上総地区文化祭 ７回
1,594人

地域住民の学習・文化・スポーツ活動等の交流を深めると
共に、文化振興と活力ある地域社会をめざし「第５１回文化
祭」を実施。
内容：芸能のつどい、作品展示、模擬店、特別展示「久留
里水めぐりマップ原画展示 」ほか

市民相互交流
促進・生涯学
習促進事業

課題解決学習
推進事業

コミュニティ活
性化事業
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分類 事業名称 回数・延人数等 主な内容・題材等
青少年相談員共催事業 １４回

２４３人(会議を含
む)

青少年の健全育成を目的に、青少年相談員と共催で各事
業を実施。
・キャンプ（１泊２日）
・バスハイク
・書道大会＆お楽しみビンゴ大会　等

夏休み自習室開放 １回
２５人

青少年の学習を支援する目的で、７月２４日～８月２９日ま
で自習室として会議室を開放した。

公民館Deチャレンジ ２回
１５人

小学生を対象に実施。
・「卓球に挑戦！」
・「松ぼっくりアニマルを作ろう！」

上総地区青少年健全育成 １回
１０９人

上総地区全体として青少年健全育成に資する社会啓発標
語コンクールを実施。「明るい社会啓発標語」(受賞者８名
へ賞状を授与、地域各所へ標語を掲示)

令和５年２０歳のつどい １５回
７９人

・各地区とも２０歳のスピーチ、２０歳を迎える方及び来賓・
恩師によるメッセージ集を発行・配布。

第１8回松丘ふれあいまつ
り

７回
６１４人

内容：芸能発表、作品展示、模擬店、モルック大会、ドロー
ン空撮など

松丘分館だより発行 ３回 地域の広報誌として発行。
内容：サークル活動案内、長寿と健康のヒケツ、旧松丘小
学校の利活用について、講座等事業紹介、サークル紹介
他

松丘分館事業（その他） ７回
３８人

主に地域の方を対象に実施。
・松丘分館事業推進委員会
・お飾りづくり講習会
・チェーンソー講習会
・移動研修（東京都西洋美術館と浅草寺周辺を見学）

松丘探検隊 ８回
８４人

地域住民と公民館職員等で現地の学習会を実施。
内容：「大森畜産（有）緑化部亀山農場・相川資料館」他
（全８回）

パッチワーク講座 ３回
２６人

趣味教養講座として実施。
内容：スマホショルダーの作成

松丘健康講座 ４回
１０３人

「生涯骨太クッキング！」「子どもと一緒に体を動かして元
気をもらおう！」「知っているようで、本当は知らない？～糖
尿病について～前後編」の全４回を実施。

第２０回亀山ふるさとまつり ８回
５１１人

内容：芸能発表、作品展示、竹かごづくり体験コーナー、
模擬店、亀山音頭＆お囃子、みんなで歌おう♪など

広報かめやま発行 発行３回
編集会議３回
編集委員８名

地域の広報誌として発行。
内容：長老に聞く、ほっとかめやま、亀山で頑張っている
人、地域の話題　他

真空管アンプでレコードを
聴こう♪

１回
３６人

趣味教養講座として実施。
内容：真空管アンプの解説とレコード鑑賞

亀山分館事業フレイル予
防教室（高血圧編）

１回
１０人

地域の疾病率が高い高血圧についての講座を実施。

亀山分館事業（その他） ４回
３０人

主に地域の方を対象に実施。
・亀山分館事業推進委員会
・移動研修（川崎大師とトイレットペーパー工場見学）

青少年教育事
業

分館事業
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君津市立図書館アンケート 調査結果 

１  アンケート 回答者の属性  

（ １ ）  居住地域 

 Ｑ １  お住まいはどこ ですか 

 

 回答者のう ち、 市内在住者は 1, 408 人（ 82%）、 う ち君津地区の居住者は 1, 194 人（ 85%）  

であっ た。  

また、 木更津市、 富津市、 その他に居住と 回答さ れた方 301 人のう ち、 67 人（ 22％） が 

君津市在勤、 在学者であっ た。  

 

（ ２ ）  年齢 

 Ｑ ２  年齢は以下のどれにあたり ますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区等 回答者数 

君津地区 １ ， １ ９ ４  

小糸地区 １ １ ８  

清和地区 ２ ７  

小櫃地区 ３ １  

上総地区 ３ ８  

木更津市 ２ ０ ７  

富津市 ８ ４  

その他 １ ０  

無回答 ４  

計 １ ， ７ １ ３  

年齢 回答者数 

12 歳以下 ２ ５  

13～19 歳 ３ ８  

20～29 歳 ５ ６  

30～39 歳 １ ３ ２  

40～49 歳 ２ ５ ４  

50～59 歳 ２ ９ ５  

60～69 歳 ３ ７ １  

70～79 歳 ４ ２ １  

80 歳以上 １ １ ８  

無回答 ３  

計 １ ， ７ １ ３  

別紙② 
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２  図書館利用状況の概要 

（ １ ）  利用頻度 

Ｑ  あなたは図書館を 利用し たこ と があり ますか 

 

回答者のう ち９ 割近く が、 １ 年以内に利用し

たと 回答し た。 来館による回答が多かっ たこ と

も 反映さ れている可能性がある。  

 

 

（ ２ ）  利用し ている図書館 

Ｑ  どちら の図書館または分室を 利用し まし たか 

 

  １ 年以内に図書館を利用し た方に、 利用し た図書館を尋ねたと こ ろ 、 95％が中央図

書館と 回答し た。  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用頻度 回答者数 

１ 年以内に利用し た １ ， ４ ９ ８  

２ ～５ 年以内に利用し た ８ １  

５ 年以上前に利用し た ９ ６  

利用し たこ と がない ３ ８  

無回答 ０  

計 １ ， ７ １ ３  

館 名 回答者数 

中央図書館 １ ， ４ ３ ０  

市民体育館分室 ２ ５  

周南公民館分室 ２  

小糸公民館分室 ２  

清和公民館分室 ２  

小櫃公民館分室 ５  

上総公民館分室 １ ４  

移動図書館ひまわり 号 １ ８  

計 １ ， ４ ９ ８  
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（ ３ ）  図書館の利用目的 

 Ｑ ３  あなたが図書館に来館し た主な目的を 教えてく ださ い（ 3 つまで）  

    １ 年以内に図書館を利用し た方に、 利用目的を尋ねた。  

 

 ア 中央図書館来館者の利用目的（ 回答対象者： 1, 430 人）  

 

 イ  分室来館者の利用目的（ 回答対象者： 50 人）  

 

 ウ 移動図書館来館者の利用目的（ 回答対象者： 18 人）  

 

 

 

どの館においても 、「 書棚

から 読みたい本を 探し て借

り る」 の需要が高い。  

また、 中央図書館と 分室

の来館者の利用目的を 比較

すると 、 分室来館者の方が

「 予約し た資料を 借り る」

と 回答し て い る 割合が多

い。  

なお、 中央図書館来館者

の利用目的と し て、「 その

他」には、会議室や自習室の

利用、 展示施設の展示物の

観覧、 利用券作成等があっ

た。  

-3-



 

 

［ Ｗｅ ｂ のみの質問］  

Ｑ  あなたが現在、 図書館を利用し ていない理由はなんですか 

                       （ 特にあてはまるも の３ つまで）  

 
    １ 年以内には図書館を利用し ていなかっ た方 215 人に、 現在図書館を利用し ていな

い理由を尋ねた。  

回答者のう ち、“ 読みたい本は買う から ”、“ 用事がないから ”、“ 本を読まないから ”

と いっ た図書館利用に興味を持たないも のが 139 人（ 64. 7％）“ 忙し く て時間が取れな

いから ”、“ 図書館が開館し ている時間に行けないから ” と いっ た時間に関するも のが

116 人（ 54％）、“ 図書館が遠いから ”、“ 図書館に行く 交通手段がないから ” と いっ

た、 アク セス困難によ るも のが 47 人（ 21. 9％） と なっ た。  

また、 図書館を利用し ない“ その他” の理由には、 読みたい本がない９ 人、 新型コ

ロ ナウィ ルス感染症流行後は控えるよう になっ た等のコ ロナ禍の影響９ 人のほか、 貸

出期間が短い２ 人などがあっ た。  
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（ ４ ） 知っ ている図書館のサービス   

 Ｑ ４  以下の図書館サービスの中で知っ ているも のを教えてく ださ い（ いく つでも ）  

 

図書館利用者へのアンケート 調査にも かかわら ず、「 図書の貸出」（ 92. 9％）、「 Ｃ Ｄ 、 Ｄ

Ｖ Ｄ の貸出」（ 66. 6％）、「 閲覧（ 自習） 席の利用」（ 54. 2％） 以外は 50％に満たない。「 貸

出中資料への予約」（ 38. 8%） についても 4 割を 満たないこ と や、 Ｑ ３ の利用目的を尋ねる

質問から も 、 図書館利用の大半が館内にある本を借り るこ と 、 座席の利用を 目的と し てい

るこ と がわかる。  
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イ ン タ ーネッ ト を使っ たサービスの面では、「 イ ンタ ーネッ ト での蔵書検索」（ 38. 5%） や

「 イ ンタ ーネッ ト での資料の予約」（ 29. 9%）、「 電子書籍サービス」（ 27. 4%） があげら れ、

全体の３ ～４ 割であっ た。 イ ンタ ーネッ ト から の蔵書検索より も 資料の予約が少ないこ と

については、 自由回答の【 運営について】 にも あるが、 事前に検索し た上で来館し 、 貸出

をし ているこ と がう かがえる。  

また、「 点字資料の貸出」（ 18. 0％）、「 音訳資料の貸出」（ 14. 2%）、「 拡大読書器の利用」

（ 11. 3％） 等の障害者サービスについては、 10％台であり 、 サービ スと し ての認知度が非

常に低い。 読書バリ アフ リ ーの観点から 、 障害の有無に関わら ず、 すべての人が読書によ

る文字・ 活字文化の恩恵を受けら れるよう 、 図書館と し てサービスの充実と 案内が必要で

ある。  

 

３  図書館を 利用し た感想と 満足度 

    （ １ ）  図書館を 利用し た感想 

Ｑ ５  次のよ う なこ と をお感じ になり まし たか 

 

 １ 年以内に図書館を 利用し た方 1, 498 人に、 図書館を利用し た感想を尋ねた。  

 “ よく 感じ る” または“ 時々感じ る” と 回答し た方の割合を見る と 、「 面白い本に触れて

充実し た時間が過ごせた」 と 感じ た方が 89％と 最も 多く 、 次いで「 探し ていた情報や知識

を得るこ と ができ た」（ 82. 2％）、「 満足感のある時間を過ごすこ と ができ た」（ 80. 8％）、

「 思いがけない本や情報と 出会えた」（ 75. 3％）、「 落ち着いて読書や調べも のをするこ と が

でき た」（ 72. 1％） で、 7 割以上であっ た。  

 一方、「 本の探し 方や、 知識・ 情報の調べ方が分かっ た」、「 仕事や資格取得の役に立っ

た」 について、“ あまり 感じ ない” または“ まっ たく 感じ ない” と 回答し た方が 4 割以上で 

あっ た。 ビジネス関係資料の充実や館内での本の探し 方、 案内方法の改善が必要である。  
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（ ２ ） 図書館の利用満足度 

 Ｑ ６  図書館の満足度についてお尋ねし ます 

 

 図書館全体についての総合満足度は、“ 満足” と “ やや満足” を合わせて 66. 8％であっ

た。 内容別に見ると 、“ 満足” と “ やや満足” を 合わせた満足度は、「 職員の対応」 が 76. 5％

と 最も 高く 、「 施設の快適さ 」 が 70. 9％、「 蔵書の内容」 が 59. 7％と 続いた。  

“ 満足” と “ やや満足” 以外を選択し た方が多い項目についても 、“ やや不満”、“ 不満” と

回答し た方が 5％以下程度と なっ ている一方で、“ 利用し たこ と がない”、“ わから ない” と い

っ た回答は多く 見ら れる。「 図書館の催し 」 については、“ 満足”、“ やや満足” が 17. 6%であ

るのに対し 、“ やや不満”、“ 不満” と いっ た回答は 1. 2%、“ 利用し たこ と がない”、“ わから な

い” と いっ た回答が 45. 8%であっ た。「 電子書籍サービス」 についても 、“ 満足” と “ やや満

足” が 13. 8%に対し 、“ やや不満”、“ 不満” と いっ た回答は 3. 5%、“ 利用し たこ と がない”、

“ わから ない” と いっ た回答が 47. 3%であっ た。 こ れら のサービスについては、 より 一層の

サービス周知が必要である。  

Ｑ ８ 自由回答を参照すると 、「 図書館ホームページ」 について、“ みづら い”、 “ リ ニュ ーア

ルし てほし い” と いっ た回答があっ た。 イ ンタ ーネッ ト が普及する中で、 今後、 図書館ホー

ムページの改善を検討し たい。「 図書館の催し 」 については、 本に関する内容の枠に限ら ず、

多様なジャ ンルでの企画や子ども 向けイ ベント の要望があっ た。「 電子書籍サービス」 につい

ては、 図書館に来館し 、 直接資料を手に取っ ての利用を希望し ているため、 棚にある蔵書の

充実を望んでいるこ と が推察さ れる。  

一方で、“ やや不満”、“ 不満” が一番多かっ たのは、「 蔵書の内容」 で 8. 4%であっ た。「 蔵

書の内容」 について、 新刊を 中心と し た蔵書の増加や蔵書管理の強化を望む意見があっ た。

限ら れた予算の中で、 より 一層のニーズに沿っ た選書に努めたい。  
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なお、「 職員の対応」「 施設の快適さ 」「 蔵書の内容」 について、 前回調査（ H27 年） および

前々回調査（ H22 年） と 比較し たグラ フ は以下のと おり である。  

 

 ア 職員の対応 

 

“ 満足”、“ やや満

足” を合わせた割合

は、 前回調査より

7. 8％上がっ たが、

前々回調査と 比較する

と 同等の結果だっ た。  

 

 

 

イ  施設の快適さ  

施設の快適さ は前々回調査と 比較すると 、 同等である（ 前回は未調査）。  

 

ウ 蔵書の内容 

“ 満足”、“ やや満足” を合わせた割合は、 前回調査から は 5. 2％上がっ たが、 前々回調査

は 66. 5％であり 、 6. 8％下がっ た結果と なっ た。
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４  今後充実し て欲し い図書館サービ ス 

 Ｑ ７  今後、 図書館のどんなサービ スを充実し てほし いですか（ ３ つまで）  

 

  “ １ 年以内に図書館を 利用し た” と 回答し た方に尋ねた。（ 回答対象者数： 1, 498 人）  

「 生活、 趣味に関するサービス」 と 回答し た方が最も 多く 、 回答対象者の 31. 4％の方が

回答し た。 次いで、「 図書や調べ物の相談に関するサービス」（ 351 人、 回答対象者の

23. 4％）、「 一般成人向けの講座や講演会の実施（ 300 人、 回答対象者の 20. 0％）、「 医療、

健康情報に関するサービス」（ 269 人、 回答対象者の 18. 0％） が多かっ た。  

  「 その他」 の自由回答には、 開館時間の延長（ 50 件）、 蔵書の充実（ 116 件）、 閲覧およ

び自習席の拡充（ 27 件） などが挙げら れており 、 回答の内容はＱ ８ のと おり である。  

 

５  図書館についての意見、 要望 

 Ｑ ８  図書館について、 ご意見・ ご要望等があり まし たら 、 自由にご記入く ださ い。  

  ご意見、 ご要望を 自由に記載し ていただいたと こ ろ 、 503 人から 回答があっ た。  

 

（ １ ） １ 年以内に利用し た方 

Ｑ ７ の「 その他」 への自由回答と 合わせた内容を、 項目ごと に分類し た。（ 複数記入有）  

分類 意見数 

蔵書について １ ５ ５ 件 

運営について（ 開館時間・ 貸出期間・ 規則等）  １ ３ ０ 件 

施設について（ 座席、 照明、 空調等）  ７ １ 件 

サービスについて ６ ７ 件 

職員について ３ ７ 件 

マナーについて ８ 件 

館内の配置、 案内について ７ 件 

その他（ 図書館全体についての感想等）  １ ４ ０ 件 
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【 蔵書について】（ １ ５ ５ 件）  

  ・ 現在の蔵書に満足し ている／必要な資料は取り 寄せても ら えるので助かっ ている 

 ・ 蔵書をも っ と 増やし てほし い 

 ・ 新刊／コ ミ ッ ク ／雑誌／大活字本／絵本／洋書を増やし てほし い 

 ・ 視聴覚資料（ Ｃ Ｄ 、 Ｄ Ｖ Ｄ ） を増やし てほし い 

 ・ 廃棄資料の無料配布の実施が嬉し い／やっ てほし い／配布一覧がほし い 

 ・ 予約本を 長く 待たせないでほし い／取り 置き期間を短く し てほし い／複数冊購入し て 

ほし い 

 ・ 不衛生な本／汚れのある本があるので管理を強化し てほし い 

 

【 運営について】（ １ ３ ０ 件）  

 ・ 開館時間を前倒し にし てほし い／9： 00～または 9： 30～開館し てほし い( 15 件)  

 ・ 閉館時間を遅く し てほし い／毎日でなく て良いので閉館時間を 延長し てほし い 

（ 19: 00、 19: 30、 20: 00、 21: 00 など） ( 24 件)  

 ・ 月曜日が祭日の時は開館し てほし い／月曜日も 隔週で開館し てほし い（ 5 件）  

 ・ 貸出期間を長く し てほし い／２ 週間で読み切れない／２ 回延長さ せてほし い 

 ・ 借り た資料の延滞を厳し く 取り 締まっ てほし い 

 ・ 君津市外在住者も 本のリ ク エスト やＣ Ｄ ／Ｄ Ｖ Ｄ の貸出をし てほし い（ 13 件）  

・ 児童の貸出窓口に誰も いない時があるので、 いつも いてほし い（ 2 件）  

 ・ ブッ ク ポスト をいつでも 使えるよう にし てほし い 

 ・ カ フ ェ があると 嬉し い／休日に移動販売車などがあると よい 

 ・ 図書館利用券を電子化し て欲し い（ 2 件）  

 ・ 図書館ホームページが見づら い／開館日がわかり づら い／リ ニュ ーアルし てほし い／ 

   イ ンタ ーネッ ト で蔵書検索ができ助かっ ている／イ ンタ ーネッ ト 蔵書検索が使いづら

い／う まく 検索できない／使い方がわから ない／検索語が自動的に完全一致になっ て

し まう こ と がある／イ ンタ ーネッ ト 予約の際に「 貸出不可」 と なっ ている理由が知り

たい（ 25 件）  

・ 所蔵のない資料のリ ク エスト をし たい／所蔵のない資料についても イ ンタ ーネッ ト で 

 予約ができ るよう になり 使いやすく なっ た 

・ 分室の蔵書について定期的に入れ替えをし てほし い／分室にも 本の相談を できる職員 

 がいてほし い（ 5 件）  

 

 【 施設について】（ ７ １ 件）  

 ・ ト イ レを きれいにし てほし い／すべて洋式にし てほし い／扉がなく 使いづら い 

少し 怖い／数が少ない／１ 階のト イ レが古い（ 13 件）  

・ 照明が暗い（ 8 件）  

・ 空調が寒い／暑い（ 4 件）  

・ 駐車場が混んでいる／満車になっ ているこ と が多い 
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・ 座席を増やし てほし い／学生の利用が多く 、 閲覧する席がないこ と がある （ 12 件）  

・ 自習室／学習スペースを増やし てほし い（ 12 件）  

・ 座席（ 特に２ 階の個人席） を予約制にし てほし い／使用時間を 制限し てほし い 

（ 4 件）  

・ Wi -f i 利用ができる環境整備をし てほし い／ワーキングスペースがほし い（ 4 件）  

・ 視聴覚室の座席にてすり がほし い 

・ 点字ブロッ ク がグレ ーで見づら いので黄色にし てほし い（ 1 件）  

・ 館内に授乳室がなく 、 おむつ替え台も 使いにく いので、 簡易的なも のでも よいのでベ 

ビ ールームがあると よ い（ 1 件）  

 

【 サービスについて】（ ６ ７ 件）  

 ・ 借り た本を記録でき るサービスを し てほし い（ 6 件）  

 ・ 子ども 向けイ ベント を土日／固定し た曜日以外にやっ てほし い（ 5 件）  

 ・ 読書会やク ラ フ ト 系のワーク ショ ッ プなど、 多様な企画をし てほし い／ 

  本の好みにあわせて図書館員が選書し てく れるサービスがあれば利用し たい（ 12 件）  

 ・ おすすめの本コ ーナーが手に取り やすく てよい／面白い本に出会えるこ と が多い／ 

・ 新着図書を 紹介し てほし い／コ ミ ッ ク の新着図書を紹介し てほし い 

 ・ ナク ソ スミ ュ ージッ ク ラ イ ブラ リ ー（ 有料音楽配信） を入れてほし い（ 2 件）  

  

【 職員について】（ ３ ７ 件）  

   職員の対応について 37 件の回答があり 、 う ち 30 件は「 対応が適切で満足し ている」

「 丁寧で親切な対応である」 等、 好意的な回答であっ た。 一方で、「 不快な思いをし たこ

と がある」「 職員によっ て対応に差異がある」（ 7 件） 等の回答も あっ た。  

 

【 マナーについて】（ ８ 件）  

   「 話し 声が大き い」「 新聞を一度に何紙も 持っ ていく 」「 荷物を置いたまま長時間離席 

し ている」 等、 マナー違反を注意し ても ら いたいと いう 意見があっ た。  

 

【 館内の配置、 案内について】（ ７ 件）  

 ・ 検索し て示さ れた場所がわかり にく い／検索し た場所に行っ ても 本が見つから ない 

 ・ 館内のどこ に何があるのかサイ ンが少なく わかり にく い 

 

 【 図書館全体について】（ １ ４ ０ 件）  

   「 いつも 快適に利用さ せても ら っ ています」「 君津市の自慢と いえる図書館だと 思いま

す」「 気分転換や集中ができ 、 癒し の場です」「 こ の図書館のおかげで、 充実し た毎日を

過ごすこ と ができ ます」 等、 図書館が利用者の暮ら し の充実に役立っ ている こ と が感じ

ら れる声が多く 寄せら れた。  

また、「 図書館の予算や司書さ んの人数などが今後も 確保さ れ、 こ の図書館がずっ と 今
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のよ う にあり 続けてく ださ るよう 願っ ています」「 目的の本を読むために君津に住みたい

と 思わせるよう な図書館を目指し てほし いです。 君津の人口増加のための一翼を図書館

が担っ てほし いです」「 他市、 他県の図書館の設備、 サービスを参考にし 、 ぜひ利用し た

いと 思われるよう な魅力的な図書館にし て欲し い」 等、 今後の運営に期待を 寄せる回答

も あっ た。  

 

（ ２ ） ２ 年以上前に利用し た、 または利用し たこ と がない方 

52 件の回答があり 、 主な内容と し ては、 運営に関するこ と （ 21 件）、 蔵書に関する 

こ と （ 7 件）、 施設に関するこ と （ 4 件）、 サービスに関するこ と （ 3 件） についてと なっ

た。 具体的には、 開館時間の延長( 6 件) や、 非来館での利用券登録( 2 件) 、 メ ールや

LI NE 等での情報発信のほか、「 図書館を気軽に利用でき る交通手段がほし い」「 分室の資

料の入れ替えをし てほし い」（ 3 件） と いう 声があっ た。  

 

６  アンケート 結果（ まと め）  

本アンケート は、 同じ 期間で中央図書館と 各分室（ ６ 館） 及び移動図書館のすべてで実施

し たが、 各分室及び移動図書館については回答数が非常に少なく 分析に至ら なかっ た。  

また、 図書館の満足度を尋ねる質問で、 満足し ていると いっ た回答を得ら れなかっ た際の

理由についてう かがう 問いがなかっ た。 図書館サービスの改善すべき 内容を 知る必要な項目

であるため、 次回アンケート の課題と し たい。  

図書館を利用し た感想については、「 面白い本に触れて充実し た時間が過ごせた」（ 89％）

「 探し ていた情報や知識を 得るこ と ができ た」（ 82. 2％） 等を、 高い割合で感じ たこ と がある

と いう 回答が得ら れ（ Ｑ ５ ）、 総合満足度は 66. 8％と いう 結果であっ た（ Ｑ ６ ）。  

自由記述（ Ｑ ８ ） においても 、 蔵書について（ 155 件）、 運営について（ 128 件）、 施設につ

いて（ 71 件）、 サービスについて（ 68 件） は多く の意見が寄せら れている。  

今回のアンケート では、「 図書館利用券を電子化し てほし い」（ 2 件）、「 イ ンタ ーネッ ト 予

約のサイ ト ／「 図書館ホームページを も っ と わかり やすく 使いやすく し て欲し い」（ 25 件）、

「 マイ ナンバーカ ード で図書館に行かなく ても 電子書籍を利用でき るよう にし てほし い」（ 2

件） 等の一層のデジタ ル推進を望む声があっ た。  

今後、 新し い技術を取り 入れながら 、 多様な市民ニーズにこ たえら れるよう 、 図書館のサ

ービス拡充に努めたい。  
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久留里城址資料館企画展 アンケート 結果
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計 8 28 24 52 6 2 1 21 35 2 45 6 2 38 13 3 12 12 35 20 21 3 16 6 16 4 14 2 16 6

1 2
3

4 5
（ 1） （ 2） （ 3）

8
13%

28

47%

24
40%

1 展示のテーマ「 ⾧板中形」 と 松原伸生さ んについて

①よく 知っ ていた ②少し 知っ ていた ③知ら なかっ た

52
85%

6
10%

2

3%

1
2%

2 展示し た資料や作品について

①満足 ②普通 ③物足り なかっ た ④その他

21
36%

35
60%

2
4%

3 説明文について （ 1） 情報量

①多かっ た ②普通 ③少なかっ た

45
85%

6
11%

2

4%
3 説明文について （ 2） 分かり やすさ

①分かり やすかっ た ②普通 ③難し かっ た

38
70%

13
24%

3
6%

3 説明文について （ 3） 読みやすさ

①読みやすかっ た ②普通 ③読みにく かっ た

12
12%

12
12%

35
34%

20
19%

21
20%

3
3%

4 今後、 資料館に希望する 行事の分野について（ 複数回

答可９ ）

①城について ②歴史全般について

③伝統行事や生活について ④自然について

⑤美術について ⑥その他

16
20%

6
7%

16
20%

4
5%

14
17%

2

3%

16
20%

6
8%

5 行事の開催を何で知り まし たか？

①広報き みつ

②君津市ホームページ

③チラ シ・ ポスタ ー

④君津市から のＳ Ｎ Ｓ （ 携帯メ ール・ Ｘ ・ ラ イ ン）

⑤新聞

⑥ミ ニコ ミ 紙（ 房総フ ァ ミ リ ア新聞など）

⑦知人から 聞いた

⑧その他

別紙③



令和5年度市主催大会等一覧

行事名 開催日 参加人数

1 グラウンド・ゴルフ大会 5月20日 74人

2 スポーツ・レクリエーション祭 6月25日

合計　11チーム　60人
・ソフトバレーボール
女性の部    　4チーム　24人
男女混合の部　3チーム　15人
・インディアカ
女性の部　　　4チーム　21人
男女混合の部　出場なし

3 ３×３バスケットボール大会 9月3日 12チーム57人

4 ウォーキングセミナー 9月27日 40人

5 ボールゲームフェスタ 11月12日
合計　122人
・あそビバ　　　35組70人
・キッズチャレンジ　52人

6 中学生野球教室 12月16日 5校　35人

7 ニューイヤーマラソン 1月13日 228人（市外36名）

8 なわとび大会 2月17日 154人（市外32名）

9 中学生サッカー教室 2月24日 6校　47人

817人延参加人数



資料２ 

 
 

令和６年２０歳のつどいについて 

 

１．実施状況について 

実施日：令和６年１月７日（日） 

対象者数：８１８名（住民基本台帳記載者及び電話申し込み者） 

参加者数：５３２名 

参加率：６５％ 

 

【令和６年２０歳のつどい参加状況】 

 

 

２．学校統合による学区の変更に伴う今後の２０歳のつどいについて 

令和７年には周東中学校の卒業生が、令和８年には上総小櫃中学校の卒業生が２０

歳を迎えることから、事務局体制や実施会場等について検討する必要がある。 

現在、小糸・清和地区公民館運営審議会及び小櫃・上総地区公民館運営審議会にお

いて、協議が進められている。 

君津中央公民館 周西南中学校 135 125 10 87 64.4%
君津市民文化ホール
（中ホール）

君津中学校 205 186 19 140 68.3%

君津市民文化ホール
（中ホール）

八重原中学校 88 74 14 66 75.0%

周西公民館 周西中学校 145 136 9 54 37.2%

周南公民館 周南中学校 87 84 3 59 67.8%

小糸公民館 旧小糸中学校 65 59 6 58 89.2%

清和地域拠点複合施設 旧清和中学校 14 14 0 12 85.7%

小櫃公民館 旧小櫃中学校 41 37 4 29 70.7%

上総公民館 旧久留里中学校 18 18 0 12 66.7%

松丘コミュニティセンター 旧松丘中学校 12 11 1 9 75.0%

亀山コミュニティセンター 旧亀山中学校 8 8 0 6 75.0%



 
 

コミュニティ・スクールの進捗状況について 
 

１ 周西南中学校区コミュニティ・スクールの進捗状況について 

（１）学校運営協議会 

 ・現在、４期目を迎える学校運営協議会は、１３名の委員で活動している。 

・委員は、主任児童委員、子ども会役員、社会福祉協議会会長兼生活支援コ

ーディネーター、小・中学校ＰＴＡ会長、周西小グリーンクラブ会長、小・

中学校長、ロータリークラブ会長、スクールカウンセラーが務めている。 

・学校運営協議会の運営は軌道に乗りつつあり、協議をきっかけに、地域住

民による授業の支援や小・中学校間のボランティア連携も図られている。 

・令和元年度の自然災害、コロナ禍の影響もあり、その活動が十分に保護者

や地域に知れ渡っていないという課題もある。 

（２）地域学校協働本部 

 ・学校運営協議会の話し合いを元に、地域学校協働活動を進めていく体制

として、令和４年５月に「周西南中学校区地域学校協働本部」が設立さ

れ、学校支援、地域交流、広報の３部会体制で活動に取り組んでいる。 

・学校支援部会は、学校の環境整備を中心に取り組んでおり、自治会、Ｐ

ＴＡ等の関係者の輪を少しずつ広げながら取り組みを進めている。 

 ・地域交流部会は、夏休み、冬休みに合わせ、子どもの居場所づくりに取

り組んだほか、地域住民の学校への関心を高めるべく、「しゃべり場」

などに取り組んでいる。 

 ・広報部会では、「コミ・スクだより」の発行を通じて、コミュニティ・ス

クールの周知を図っている。令和５年度は３回（第２号から４号）発行

している。 

 

２ 上総小櫃中学校区コミュニティ・スクールの進捗状況について 

（１）コミュニティ・スクール推進委員会 

 ・令和５年１０月にコミュニティ・スクール推進委員会を立ち上げ、４回の会

議を通じて、学校運営協議会の円滑な導入に向けて協議を行った。 

 ・コミュニティ・スクール推進に向けた意見を次ページのとおりいただいた。 

（これまでの会議の状況については、別紙「コミュニティ・スクール推進委員

会だより」のとおり） 

（２）今後のスケジュールについて 

学校運営協議会 

・令和６年４月 上総小櫃中学校区学校運営協議会 導入予定 

 

資料３ 



 
 

 

 

上総小櫃中学校区コミュニティ・スクール推進委員会での意見を「学校運営協議会で

大切にしたい視点」としてキーワードで整理しました。 

 

・学校を知り、地域を知る、その話し合いを一つひとつ積み上げていく先に、様々な活

動を見出していくこと。 

・コミュニティ・スクールは、教職員、保護者、地域住民の「みんなが当事者」という

ことを意識した運営を心掛ける。 

・子どものために活動したい人がたくさんいる中で、その気持ちを持っている人をどの

ように学校の授業などに結び付けていくのか、その仕組みづくりや調整の役割を担う

方を少しずつ作っていくこと。 

 

・学校行事や地域行事など、学校と地域の状況に沿って会議の日程を立てること。 

・教職員、保護者、地域住民で「困ったことを正直に出し合える会」を目指して、必要

に応じて、委員自由参加の「懇談会」などの開催も検討。 

・学校評価を踏まえ、学校、家庭、地域が納得する「教育目標づくり」を進めるために、

年度末の会議が特に重要になることに留意する。 

 

・委員は充て職で選ぶわけではないので、必ずしも役にこだわる必要はない。 

・委員として、学校にしっかりとしたつながりを持っている保護者の参加も重要。（た

だし、「ＰＴＡ会長」は１年任期で交代してしまうため、「ＰＴＡ関係者」という立場

から委員を選ぶ。） 

・地区を基盤に委員を選ぶのか、地区にこだわらず人で選ぶのか、この先、活動が進ん

でいく中で、委員選出の方向性についても検討する。 

 

・保護者に向けた更なる制度周知を図るために、ＰＴＡ総会や他の機会なども含めて制

度周知の機会づくりに引き続き取り組む。（地域住民に向けた周知も重要） 



 

 

 

 

 

 

～令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度以降

サウンディ ン グ調査 （ 公募等）
※官民連携手法を 導入する 場合

再整備
計画

基本方針 測量、 地質調査、 設計、 各種調整等

官民
連携

導入可能性等検証

基本計画策定
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